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ＳＳＨ講演会「ＳＳＨ講演会「ＳＳＨ講演会「ＳＳＨ講演会「一卒業生からのメッセージ～光化学研究から大学運営の道へ～一卒業生からのメッセージ～光化学研究から大学運営の道へ～一卒業生からのメッセージ～光化学研究から大学運営の道へ～一卒業生からのメッセージ～光化学研究から大学運営の道へ～」」」」 

①ねらい 本校ＯＢである群馬大学長から最先端の研究について講演していただくことにより、最先端

の科学技術に関する知的好奇心を高め、また理解を深め、高校・大学での学習が現場で実際

に活用されていることを知ることによって、学習意欲の向上を図る。 

 

②実施概要 １月２８日（木）１・２年生４００名に対して群

馬大学  学長の平塚浩士先生（本校ＯＢ）にご講演を頂きま

した。内容は最先端の光化学研究についてと、平塚先生ご自身

の研究者としての歩みについてでした。 

 光化学については、はじめに緑色植物による光合成のメカニ

ズムについて、化学反応式や電子伝達系の図を交えて分かりや

すく説明していただきました。多くの植物が行っている光合成

反応ですが、そのプロセスは複雑でたくさんの段階があると言

うことを知りました。また、光合成以外でも光化学は繊維工業

（カプロラクタム合成）、医農薬産業（ビタミンＤ合成）、半導体産業（フォトリソグラフィ）、エネ

ルギー産業（色素増感太陽電池）、がん治療（光線力学的がん治療）など、様々な場面で役立っている

と言うことを教えていただきました 

 平塚先生ご自身の話は足利高校入学をスタートとし、大学、大学院、研究者、大学教授、学長といっ

た各場面での先生の様々な経験や学んだことをお話しいただきました。各場面において恩師との大切な

出会いがあり、その出会いが研究テーマや人生の変化を作り、人を成長させていくといった話が印象的

でした。また、研究時間と研究成果はリニアな関係にはならず、成功するには信念をもって根気強く続

ける勇気が必要であるということも勉強になりました。 

③生徒の感想 

 ・光合成の反応がとても複雑であることがわかった。 

 ・光化学研究が様々な分野で活かされていることを知った。 

 ・様々な先生方との出会いによって人は成長していくのだ  

  と思った。 

 ・研究者として取るべき態度、姿勢を知ることができた。 

  努力、準備が大切。 

 ・立場が重くなっていくにつれ、研究者から教育者へと、やるべきことが変わっていく。 

④成果と課題 

今回の講演を通して、生徒は最先端の光化学について学ぶことができたとともに、研究者として活躍

するために必要な資質を身に着けることができ、実りの多い講演会となった。今後、課題研究などにお

いて今回の経験を活かしていくことが重要である。    



足高サイエンスプログラム足高サイエンスプログラム足高サイエンスプログラム足高サイエンスプログラム（物理）（物理）（物理）（物理） 

重力加速度の測定重力加速度の測定重力加速度の測定重力加速度の測定    

    

①ねらい 物体の自由落下運動実験を通して重力加速度 g の大きさを測定する。その際，測定機器の使

い方，データの処理方法，有効数字の取り扱い，誤差の認識，単位の確認等についても学習

する。また，レポートのまとめ方や班別発表，評価等についても触れる。 

 

②実施概要 平成２８年１月２１日（木）６，７限 

 重力加速度については物理基礎で学習済みであ

るため，教科書に書いてある数値9.8m/s

2

を念頭に

実験を行った。班は４人一組とした。実験１では，

記録タイマーを用いて鉄球を自由落下させ，５打点

間隔のデータから加速度を求めた。実験２では，ビ

ースピを用いて鉄球を自由落下させ，落とした距離

とビースピで得られた速度から加速度を求めた。両

方とも実験としては単純なものだが，その後のデー

タ処理では単位換算や公式の理解など，これまで学

習したことを活用する必要があるため，班によって

は時間がかかるところもあった。 

 データが出そろったら教科書の値との相対誤差

を計算させ，その原因を考えさせた。この際，摩擦

や空気抵抗といったことにも言及した。 

 

③生徒の感想 

・思うように教科書の値に近づかなくて焦った。 

・測定方法を自分たちなりに工夫できたのがよかっ 

 た。 

・ビースピの間を通して速度を測定するのが難しか 

 った。 

・中学のときにやったこともあったが，測定器具の使い方などもっと深く理解できてよかった。 

・なかなか測定ができず，何回もやらなくてはいけなかったので大変だった。 

                                  ビ―スピ（速度測定器） 

④成果と課題 

 重力加速度の大きさは9.8m/s

2

であると学習したが，その数値と同じに

なった班はなく，精密に測定することの難しさを感じてくれたようだ。

同時に，ビースピを使って実験することに楽しさも覚えてくれたようだ。

可能であれば自由落下させる距離をもっと長くすると，特別感のある実

験として生徒の興味・関心をさらに引くことができるかもしれない。    


